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タバ コの 移植 期 の早 晩 と生 育 との 関係
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1は じ め に

福島県におけるタバコ作の移植期は,4月 下旬から5月

下旬までの 1か月に及んでいる。 4月 移植の早植えは,改

良マルチ栽培法 ‐5月 上旬以降の移植は,普通マルチ栽培

法で初期生育の促進を図っている。本報では 3段階の移植

期を設定 し,タ バコの生育と気象との閲係を検討 した。

表 1 移植期及び耕種概要

(0気象データは,当該栽培期間における移植期から積

算した平均気温 日照時間及び降水量を用いた。

3試 験 結 果

(1)移植後日数と生育 (表 2)

移植後日数と草丈との関係は,移植後30日 の車丈の伸長

表 2 移植後日数と生育

2試 験 方 法

(1)試験場所 福島県たばこ試験場第 3ほ場・ 10α

("試験年次 1983年

に)供試品種 (内容種) 松川 (関東201号 )

●)区制及び 1区面積  1区制・ 100″

も
'移

植期及び耕種概要

が4月 23日・ 5月 10日及び5月 23日移植で14"・ 27‐及び

26けであった。移植後30日から60日 までの伸長は,145"・

156勧 及び180"で あった。また,移植後60日 以降の伸長

は,32"・ 23昴及び17"であった。晩植ほど発奮期までの

伸長はおう盛であるが,発雷期以降の伸長は少なかった。

移植後日数と全葉数との関係は,移植後30日 の全葉数の

出葉数は 4月 23日 ・ 5月 10日 及び 5月 23日移植で10枚・ 16

枚及び15枚であった。移植後30日 から60日 までの出葉数は ,

8枚・ 8枚及び 6枚であった。また,移植後60日 以降の出

葉数は各移植期とも2枚であった。

移植後日数と最大葉の着葉位置との関係は,移植後30日

の最大葉の位置が 4月 23日  5月 10日及び 5月 23日移植で

11枚・ 13枚及び12枚 目であった。移植後60日 では,16枚

1慨 び15枚目であった。また,発奮期以降の最終着位は ,

17枚  19枚及び16枚 目であった。 5月 10日 移植は生育初期

から中期までの最大葉着位が高く推移したが,発書期以降

の推移は低かった。

●)気象要素と生育 (表 3)

平均気温と全葉数及び最大葉の葉長との間に,ま た日照

時間と全葉数及び最大葉の各項目との間に,そ して最大葉

の葉幅と降水量・移植後日数及び全葉数との間には,4月

23日 ・ 5月 20日・ 5月 10日 移植の順に相関が高かった。

降水量と草丈・全葉数及び最大葉の葉長との間には,晩

植ほど相関が高く,降水量の影響が大きいと思われる。
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表3 気象要素と生育との相関

注 ■以外は すべて 1ヽ 水中で有意 (*は ,"水準で有意 ).

表4 気象要素と生育との重相関

注 ① R2:寄与率,( ):標 準偏回帰係数

() ▲ : 10%,  * : 5 %,  ** : 1 %,  *** : 0 1

4 摘    要

タバコの移植期について,早植から晩植までの 3段階を

設定し,タ バコの生育と気象との関係を検計した。

① 草丈及び全葉数は,晩植ほど生育初期から中期まで

の伸長が大きく,出葉数も多いが,成熟期間は少ない。②

最大葉の位置は,5月 10日 移植が生育初期から中期の着葉

位が高いが,発雷期以降の推移は少なかった。③ 草丈・

4月 23日移植では,平均気温 日照時間 降水量及び移

植後日数に関 して,草丈が全葉数及び最大葉の各項目より

相関が高く,5月 23日移植でも移植後日数を除いて同傾向

がみられた。これは,草丈が全葉数及び最大葉の各項目よ

り気象の影響が大きいことを示唆していると思われる。

(0 気象要素と生育との重相関 (表 4)

草丈は,移植期が遅くなるに従って降水量の標準偏回帰

係数が大きくなった。これは,晩植はど降水量の影響が大

きいことを示唆している。 5月 10日 移植では,平均気温の

働 汰 きく,日 照時間の関町は降水量より若干大きかった。

全葉数は 4月 23日及び 5月 23日 移植では,平均気温の関

与が大きかったが,5月 10日移植では,日 照時間の関与が

大きかった。降水目 ま,全葉数を減らす要因と考えられる。

最大葉の位置は,4月 23日 及び 5月 10日 移植の日照時間

の関与は同程度であった。4月 23日移植では,引 き下げる

要因として,ま た 5月 10日 移植では,引 き上げる要因とし

て作用した。降水量は,各移植期とも引き下げる要因とし

て作用した。

%有意

全葉数及び最大葉の葉長と降水量との関係は,晩植ほど相

関が高く,降水量の影響が大きいとみられる。また,重回

帰分析の標準偏回帰係数からも同傾向が示唆された。④

4月 23日移植では,平均気温 。日照時間・降水量及び移植

後日数に関して,草丈が全葉数及び最大葉の各項目より相

関が高かった。③ 降水量は,全葉数及び最大葉の位置に

関して,弓 lき 下げる要因として作用した。

項  目 移 植 期
(月 日 )

定 数 項 平均気温 日照時間 降 水 量 R2 F

草  丈

4 23

510

5 23

-124796

- 38690

- 15594

0294
(0 939)

0297
(1 076)

0 894
(0508)

-0401
(-0553)
-1363

(-0368)

0110
(0059)

o 511

(0438)

― o802
(0834)

95 15*

104 33A

30 51*■

全 葉 数

4 23

510

5 23

19 122

6 200

4722

0036
( 2 326 )

-0011
(-0402)

0 040
(4 175)

00'7
( 1 377 )

0015
(-0512)

― o143
(-1564)

-0078
(-2780)

12 48A

10945**

7026**

葉
置

大最
位

4 23

510

5 23

8053

3912

4 660

0021
(2090)

0010
(0631 )

0016
〈3036)

-0011
(-0517)

0024
(0558)

0007
(-0204)

― o037
(-0620)

-0015
(-0201)

-0027
(-1903)

17531▲

202 34**拿

128 18**

-102-


